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【くさかとしこ】が見た瀬戸内市の行政！
　ここからが、本当の行政報告となります。

　以前からご説明しております通り、 瀬戸内市の状況は大変な状況と言わざるを得ません。一つ一つ広い視野

で、 何が必要で何が最優先なのか、 優先順位を考えながら是是非非で立ち向かっていきたいと決意を新たにし

ております。

　瀬戸内市の行政重点課題は、やはりこの３つだと思います。

H25.11 の錦海塩田跡地活用特別委員会で、途中経過の報告がありました。

　① 総事業費　約 793 億円

　② 土地賃貸料は、工事期間 5 年間は年間 1 億円、その後の売電期間は年間 4 億円

　③ 事業者が 25 億円の事業費で、錦海湾の堤防補強工事を行い、市に寄附する

　④ 中国電力への送電線は、備前方面への接続ではなく、県道 ・ 市道に埋設して中国電力西大寺変電所に

　　  接続する

　⑤ H25 年度中に施行協定を結び、工事着手は H26 年度の予定

　市民病院の状況を説明させていただきます。

【12 月議会での動き！！】

設計変更 ・ 計画変更 ・ 経営変更が打ち出されました。　

【経営変更】

　一般病床　　　　　40 床⇒50 床

　リハビリ病床　　　30 床

　療養病床　　　　　30 床⇒40 床

【計画変更】

　3F をなくし、リハビリは 2F へ移動し、構造変更を行う。

　職員食堂は取りやめ。高額大型機器はリース。

　健診棟（1 億円）は H31 年以降に先送り、保育棟（5 千万）は H33 年以降に先送り。

【設計変更】

瀬戸内市の行政課題！
国から交付されている地方交付税は、現在

の瀬戸内市で年間約50億円である。

【収入の約31％】

現在は、合併の特例により、旧３町ごとに算

出された合算で交付されている。

が、平成27年度から5年間をかけて徐々に減

額され、平成32年度以降はこの特例措置が

なくなる。

瀬戸内市として算出すると、現在より約12億

円減額した、38億円になってしまう。！！！

この12月議会で、政府に新たな財政支援措

置を求める意見書を、採択し提出しました。

政府に理解してもらえるよう引き続き訴えて

いかないといけないと思います。

１つは、錦海塩田跡地活用問題

１つは、市民病院の建設

１つは、図書館の建設

【新図書館】

【瀬戸内市民病院】

【錦海塩田跡地活用問題】

１つずつ、詳しく説明させていただきますので、ご覧ください。

　今回私の一般質問で、図書館・公民館行政の

今後を追求しました。

その中で引き出すことのできた回答が、 
　・長船の公民館を廃止することはない。
　・長船の図書室の整備計画は、ゆめトピアに
　　決定ではなく、まだ今後検討の余地が十分
　　にある。
　・長船公民館の耐震化は6,800万円、牛窓公
　　民館の耐震化は4,600万円が必要。
　　長船の公民館の中に図書室を整備すると、
　　耐震と併せて1億円程度が必要となる。 

　くさかとしこの一言！
　この2月議会に、新図書館の建設予算があがってきます。
　この財政が大変な今！、病院の建設も始まる今！、錦海塩田もはっきり
しない今！、大きな図書館を急いで建てる必要はないのではないかという
考えは今でも変わりません。！！！
　瀬戸内市に見合う図書館というものは、中央に大きな図書館が必要なの
ではなく、それぞれの地域に身近にいくことができる図書館がある、分館
方式だと考えます。
　今の瀬戸内市の現状は、それぞれの分館と中央の大きな図書館の両方
を、維持することができる状況にはないと思います。それなら、それぞれの
地域に身の丈に合った規模の図書館があればいいと思います。長船の図書
室の整備と併せ、このことを強く主張していくつもりです。
　今後、財政健全化ということで、ごみ袋の値上げ、保育料の値上げ、小児
医療負担費のカット、各種補助金のカット等が検討されていくようです。
　市民生活はどんどん厳しくなって、市民サービスはどんどん低下してい
く一方で、大きな図書館が建設されることには、どう考えても納得がいき
ません。
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ベッドの稼働率を

　開始 7 割から 4 年後には 9 割にあげて、

　黒字運営を目指す、とのこと。

　ちなみに、現在の市民病院は稼働率 6 割。

　くさかとしこの一言！ わたしの意見は今でも変わりません！
この財政が厳しい中、これだけの建設をして大丈夫なのか？
これだけの規模の病院を建設して、本当に運営していけるのか？
以前検討されていた公設民営について再度検討してもいいのではないか？
現在も市民病院には、交付税として国から交付された繰り入れが行われています。 
新病院を建てると、プラスで減価償却が発生します。
運営が赤字になれば、それプラスの繰り入れが必要になってしまいます。考えただ
けで、恐ろしいことです。
その赤字補填は、市民が負担することになることを、忘れてはいけないと思います。 

　くさかとしこの一言！
施行協定が結ばれるにあたり、瀬戸内市にとって不利益のない契約になるよう十分
チェックするためにも、しっかり勉強しないといけないと考えます。


